
   

 

 

 
  

 

   

 
 

『 地 域 の 住 民 は 地 域 で 見 守 る 』 と い う 体 制 づ く り を 進 め る た め 、 

『 見 守 り 支 え 合 い 勉 強 会 』 を 開 催 し ま す 。  

“ さ り げ な い 見 守 り や 声 か け ” っ て … ！ ？  

“ 今 、 地 域
み ん な

で で き る こ と ”“ 今 、 自 分 が で き  

 る こ と ” に つ い て 一 緒 に 考 え 、 み ん な で 学 び  

 ま し ょ う 。  

 

 日 時  ６ 月 ２ ３ 日 （ 木 ）  1 0 時 か ら １ ２ 時  

場 所  健 康 文 化 セ ン タ ー ４ 階  ほ ほ え み ホ ー ル  

定 員  ５ ０ 名 程 度  

内 容  

第 一 部 ： “認 知 症 ”を正 しく理 解 （ 講 師 ： 大 口 町 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー ）  

第 二 部 ： “瞬 間 ボランティア ”の輪 を広 げよう（ 講 師 ： 江 南 警 察 署 生 活 安 全 課 ）  

 

ぜ ひ 、 お 知 り 合 い の 方 と 一 緒 に ご 参 加 下 さ い 。  

皆 さ ん の ご 参 加 を お 待 ち し て い ま す 。  

 

 

 

☆ 豊 田 区 『 堀 尾 吉 晴 公 ・ 金 助 と そ の 母 供 養 祭 』 ５ 月 ８ 日 桂 林 寺 に て ☆  

当 日 は 好 天 に 恵 ま れ 、 金 助 の 母 の 銘 文 紹 介 が さ れ

て 赤 堀 住 職 の 読 経 に 始 ま り 、 列 席 者 の 焼 香 、 堀 尾 史

蹟 顕 彰 会 会 長（ 森 前 町 長 ）、町 長 よ り ご 挨 拶 が 行 わ れ

ま し た 。 ま た 、 藤 本 緑 春 様 が 『 子 を 想 う 母 心 』 裁 断

橋 物 語 の 相 撲 甚 句 を 作 成 さ れ 奉 納 さ れ ま し た 。  

☆ 大 屋 敷 区 児 童 見 守 り 隊 ！ 発 足 し ま し た ！ ☆  

従 来 よ り ボ ラ ン テ イ ア で 小 学 生 児 童 の 登 下 校 時 に 付 き 添 い 、 安 全 を 見

守 っ て 頂 い て い る 方 が 、 区 内 で １ ０ 名 近 く お ら れ ま し た 。 今 年 度 ４ 月 よ

り “ 大 屋 敷 区 児 童 見 守 り 隊 ” と し て 正 式 に 町 へ 登 録 し 、 今 後 の 活 動 を フ

ォ ロ ー す る 目 的 で 発 足 し ま し た 。 今 後 、 道 路 事 情 も 大 き く 変 わ る こ と が

見 込 ま れ 、 通 学 路 の 防 犯 ・ 交 通 安 全 等 を 町 及 び 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ と 連 携 し 通

学 路 の 安 全 確 保 に 努 め て い き ま す 。  
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大 屋 敷 区 に あ り ま す 株 式 会 社

青 山 製 作 所 様 で は 、 毎 年 新 入 社

員 に よ る 地 域 の 美 化 活 動 と し

て 、 ま ち づ く り の 一 貫 で 近 隣 周

辺 の 『 ご み ゼ ロ 活 動 』 を 実 施 し

て 頂 い て お り ま す 。 令 和 ４ 年 度

は グ ル ー プ 関 連 会 社 を 含 め 6 0

数 名 の 新 入 社 員 を 迎 え ら れ カ リ

キ ュ ラ ム に 加 え 実 施 さ れ ま し

た 。 こ の 活 動 も 聞 く と こ ろ に よ

り ま す と 、 １ ０ 数 年 前 か ら 実 施

さ れ て い る そ う で 町 を き れ い に

保 ち 、 明 る い 町 づ く り に 一 役 を 担 っ て 頂 い て い て お り ま す 。 こ の

様 子 を 拝 見 さ せ て 頂 く と 正 に 地 域 密 着 で 心 強 く 、 非 常 に 有 難 い 活

動 で あ る と 感 謝 致 し て お り ま す 。  

今 後 も ど う ぞ よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

南 地 域 の た か ら も の v o l . ５ ４  ～ 道 路 が で き た 記 念 碑  ～  

  大 屋 敷 学 共 の 正 面 を 通 る 道 は 現 在 、「 町 道 大 屋 敷  

 線 」 と 呼 び ま す 。 西 は 江 南 （ 古 知 野 ） 方 面 、 東 は 県 道  

 １ ７ ６ 号 線 （ 若 宮 江 南 線 ） か ら 国 道 ４ １ 号 線 （ 楽 田 ） 

方 面 へ 抜 け る 道 と し て 、 毎 日 車 の 往 来 が 多 い 道 で す 。 

こ の 道 は 元 々 、「 県 道 古 知 野 楽 田 線 」 と し て 、 昭 和 ９  

（ １ ９ ３ ４ ）年 に 竣 工 し ま し た 。そ の 竣 工 を 記 念 し て  

 建 立 し た 石 碑 が 、大 屋 敷 学 共 の 敷 地 内 に あ り ま す 。  「 竣 功 記 念 碑 」  

横 文 字 で 大 き く 「 竣 功 記 念 」 と 刻 ま れ 、 昭 和 7 、 8 年   （ 大 屋 敷 ）  

に 工 事 が あ っ た こ と が わ か り ま す 。 裏 面 に は 、 当 時 の 大 口 村 長 で  

あ っ た 野 田 正 昇 を は じ め 、 当 時 の 区 長 、 道 路 委 員 の 名 前 も 刻 ま れ  

て い ま す 。  

                         
 

 ♦「 南 地 域 ま ち づ く り か わ ら 版 」 は 、 大 口 町 ホ ー ム ペ ー ジ  

   で 見 る こ と が で き ま す 。  

   大 口 町 ホ ー ム ペ ー ジ  
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   秋 田 三 丁 目 3 9 7 番 地   ☎ / F A X  0 5 8 7 - 7 5 - 1 7 3 1     

  
      Ｅ m a i l   m i n a m i t i i k i @ m d . c c n w . n e . j p   

 

発 行 ： 大 口 町 南 地 域 自 治 組 織  

南 地 域 を 支 え る 想 い あ る 企 業   【 株 式 会 社  青 山 製 作 所 】  

【 美 化 活 動 グ ル ー プ 割 に よ る 一 部 の 皆 さ ん 】  

https://www.town.oguchi.lg.jp/4235.htm
mailto:minamitiiki@md.ccnw.ne.jp

